
令和５年度形原地区防災訓練アンケート結果・検討事項について（形原小学校） 

 

１ アンケート回答者 １２１人 

  参加者約２４０人（形原１区役員、２区役員、３区役員、一般参加者、市職員、施設管理者） 

 

２ 参加者の地区の割合について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 参加者の性別について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 参加者の年齢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性

39%

女性

55%

無回答 6%

男性

女性

無回答

１区

50%
２区

24%

３区

22%

その他 3% 無回答 1%

１区

２区

３区

その他

無回答
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１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 無回答



５ 防災訓練について 

 

６ 防災訓練の実施について 

 
 

７ 災害が発生した場合において、避難所を地域主体で運営できると思いますか 

 

よく理解で

きた

41%
理解できた

58%

無回答 1%

よく理解できた

理解できた

無回答

毎年実施するべき

77%

数年に１

回実施す

るべき

21%

無回答 1% その他 1%

毎年実施するべき

数年に１回実施するべき

無回答

その他

運営できる

19%

問題はあるが

運営できる

45%

さらなる訓練・

準備が必要

32%

無回答 3% その他 1%

運営できる

問題はあるが運営できる

さらなる訓練・準備が必要

無回答

その他



８ 南海トラフ地震など巨大地震が発生した場合の避難先について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 自宅の耐震性について 

（１）自宅の建築年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）耐震改修について（昭和５６年５月以前） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形原北小学校 5%

形原小学校

71%

形原中学校

9%

しあわせ会館

5%

在宅

6%

無回答 2% その他 2%

形原北小学校

形原小学校

形原中学校

しあわせ会館

在宅

無回答

その他

耐震診断を受け耐震改修をした 5%

耐震改修を受け問題なし 3%

耐震診断を受

け耐震性ない

が未改修

35%

耐震診断を受けて

いない

52%

不明 5%

耐震診断を受け耐震改修をした

耐震改修を受け問題なし

耐震診断を受け耐震性ないが未改修

耐震診断を受けていない

不明

昭和５６年

５月以前

50%

昭和５６年

６月以降

44%

不明 4%
無回答 2%

昭和５６年５月以前

昭和５６年６月以降

不明

無回答



（３）耐震改修について（昭和５６年６月以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 家具の転倒防止対策 

（１）家具の転倒防止対策状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）対策していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震診断を受け耐震改修をした 4%

耐震改修を受

け問題なし

24%

耐震診断を受

け耐震性ない

が未改修

2%

耐震診断を受

けていない

56%

不明

14%

耐震診断を受け耐震改修をした

耐震改修を受け問題なし

耐震診断を受け耐震性ないが未改修

耐震診断を受けていない

不明

対策してい

る

18%

多少している

48%

対策していない

31%

無回答 3%

対策している

多少している

対策していない

無回答

手間がかかる

40%

費用が掛かる

28%

家具や

壁に傷

がつく

6%

方法がわか

らない 13%

その他

13%
手間がかかる

費用が掛かる

家具や壁に傷がつく

方法がわからない

その他



１１ 飲料水・食料の備蓄状況 

 （１）飲料水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）食料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１週間分

以上

16%

３日～６日分

29%３日未満

31%

備蓄なし

22%

無回答 2%

１週間分以上

３日～６日分

３日未満

備蓄なし

無回答

１週間

分以上

12%

３日～６日分

26%

３日未満

34%

備蓄なし

26%

無回答 2%

１週間分以上

３日～６日分

３日未満

備蓄なし

無回答



アンケート結果とりまとめ 検討・改善事項 

 

１ 参加者について 

 性別に関しては、男性の割合が３９％で、女性が５５％であり（無回答６％）、年代は７０代

前後の割合が高く、４０代以下は１５％であった。 

 

 

２ 訓練に対する理解について 

 避難所運営訓練に対する参加者の理解度は、「理解できた」が９９％であり、各自主防災会長

を中心に、参加者に対する説明が行き届いた結果であると考えられる。 

 また、防災訓練の実施については、「毎年訓練を実施するべき」が７７％、「数年に１回実施す

るべき」は２１％であった。地域主体で避難所運営できるかの問いに対しては、「運営できる」、

「問題はあるが運営できる」が６４％、「さらなる訓練・準備が必要」が３２％であり、防災に対

する関心が高まっており、継続して訓練を実施することが重要である。 

 

３ 災害時の避難先について 

 災害時の避難先について「形原小学校へ避難する」が７１％、「形原中学校」が９％、「在宅で

避難する」は６％であった。 

一方、自宅の耐震性について「自宅の耐震診断を受け問題なし、耐震改修済」は３６％であり、

昭和５６年５月以前にお住いの５２％が「耐震診断を受けていない」と回答しており、耐震診断

及び在宅避難を基本とする啓発が必要である。 

 

４ 備えについて 

 家具の転倒防止対策については、「対策していない」が３１％であった。また、飲料水の備蓄

については、「備蓄をしていない」が２２％、食料の備蓄については、「備蓄をしていない」が２

６％であり、災害時におけるライフラインの供給停止の対策として、カセットコンロなどの調理

器具の備蓄など、更なる啓発活動を自主防災会と連携して実施する必要がある。 

 

５ 訓練内容について 

  運動場では、防災啓発（初期消火訓練、煙体験、防災クイズ）を実施し、体育館では避難所の

受付訓練、資機材取扱訓練（ベッド、パーテーション、仮設トイレの組立）、電気自動車からの

電力供給訓練を実施した。一部、参加者が見る側に回っていたという課題もあったが、防災クイ

ズにおいて、毎年実施しているためか参加者の防災知識が上がっていると感じた。訓練の規模が

大きくなるにつれ、内容が薄くなってしまうが、今年度の訓練結果を生かし来年度以降の訓練に

つなげ、地域の防災力向上を目指す必要がある。 

 


